
案件 担当部 出 席 者

1 地　域　部

2

3

4 交 通 部

案件 担当部 出 席 者

1 決裁
公 安 委 員 会
執 務 官

2 決裁 監 査 官

3 決裁

4 報告

5 決裁 住民サービス課長

6 報告 首 席 監 察 官

7 報告 監 察 官

8 裁決

9 裁決

10 報告

11 通報 警 備 総 務 課 長

12 報告 警 備 第 一 課 長

13 決定 総 務 部
首 席 聴 聞 官
聴 聞 官

２　個別審議（公安委員執務室）

件　　　　　名　　　

ハロウィン等に伴う雑踏警備の実施結果

交通事故発生状況（令和５年10月末）

主要事件の検挙

嘱託警察犬審査会の開催

刑　事　部

本 部 長

総 務 部 長

警 務 部 長

生 活 安 全 部 長

地 域 部 長

刑 事 部 長

交 通 部 長

警 備 部 長

名古屋市警察部長

情 報 通 信 部 長

警 察 学 校 長

報告

定　例　公　安　委　員　会

日　時：令和５年11月２日　　９時00分～12時30分

出席委員：藤森委員・柘植委員・那須委員・中尾委員

１　全体審議（公安委員会会議室）

 件　　　　　名

包括外部監査の結果に基づく措置状況

岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査

状況等

総 務 部

警 備 部

行政訴訟事件の発生及び応訴（２件）

監察案件

対象重要施設における小型無人機等の飛行に関する
公安委員会への通報(２件)

運転免許取消処分に対する審査請求（２件）

人事案件

警 務 部

公安委員会宛文書等の受理（12件）

警 務 部 長

聴聞等の実施結果・決定 　　64件

「第24回日韓中三カ国環境大臣会合」の開催に伴う
小型無人機等の飛行禁止区域の指定

令和５年度第２四半期服務監察及び随時監察結果

運転免許停止処分に対する審査請求

苦情の調査結果（２件）

訟 務 官



議事の概要

河合委員長が所用で欠席のため、藤森委員が代行を務め議事を進行した。

１ 全体審議

(1) 地域部

ハロウィン等に伴う雑踏警備の実施結果

地域部長から、

ハロウィン等に伴う雑踏警備の実施結果

について報告があった。

委員から、

「事前の広報活動、警備対策等をしっかりと対応していただき、ご苦

労様でした。」

旨の発言があった。

(2) 刑事部

ア 嘱託警察犬審査会の開催

刑事部長から、

「11月７日（火）及び同月８日（水）に、嘱託警察犬審査会を開催

し、令和６年中に嘱託する民間の訓練犬と、その指導手となる訓練士

を選出するため、その能力及び技術について審査を行う。」

旨の報告があった。

イ 主要事件の検挙

刑事部長から、

「頂き女子りりちゃん」らによる詐欺等事件の検挙概要



について報告があった。

(3) 交通部

交通事故発生状況（令和５年10月末）

交通部長から、

「交通事故死者数は、10月中17人で、前年と同数であった。

10月中の交通死亡事故の主な特徴としては、

○ 高齢者が多発

○ 歩行者が多発

○ 交差点内で多発

であり、11月中の主な対策は、

○ 抑止の柱『高齢者・歩行者・自転車・交差点』対策の推進

○ 夕暮れ時対策の継続

○ 地域警察官と連携した街頭活動の強化

○ 一斉取締

○ 第19回交通安全高齢者自転車愛知県大会の開催

○ 世界ラリー選手権（WRC）開催に合わせた広報啓発活動

○ 警察本部交通部員の応援派遣体制の拡充

○ 白バイの運用

等である。」

旨の報告があった。

委員から、

「年末に向けて人の動きも慌ただしくなることから、交通死亡事故の

抑止に向けて、しっかりと取締を実施していただきたい。」

旨の発言があった。

また、委員から、

「交通死亡事故が多発しており、危機的な状況である。発生状況等に

応じて工夫を凝らした、より実践的な対策に力を入れていただきたい。」

旨の発言があった。



２ 個別審議

(1) 公安委員会宛文書等の受理（12件）

公安委員会執務官から、

10月25日までに届いた公安委員会宛の文書等12件

について説明があり、決裁した。

(2) 包括外部監査の結果に基づく措置状況

監査官から、

包括外部監査の結果に基づく措置状況

について説明があり、決裁した。

(3) 人事案件

警務部長から、

人事案件

について説明があり、決裁した。

(4) 岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状況等

警務部長から、

岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状況等

について報告があった。

委員から、

「医療機関との連携に配意されたい。」

旨の発言があった。

(5) 苦情の調査結果（２件）



住民サービス課長から、公安委員会宛ての「被害受理に関する苦情」等

２件について、

調査結果の報告並びに申出者に対する通知文案の提示及び説明

があり、いずれも原案どおり決裁した。

(6) 監察案件

首席監察官から、

監察案件

について報告があった。

(7) 令和５年度第２四半期服務監察及び随時監察結果

監察官から、

令和５年度第２四半期服務監察及び随時監察結果

について報告があった。

(8) 運転免許停止処分に対する審査請求

訟務官から、運転免許停止処分に対する審査請求について、

請求内容の説明並びに裁決書案の提示及び説明

があり、原案どおり裁決した。

(9) 運転免許取消処分に対する審査請求（２件）

訟務官から、運転免許取消処分に対する審査請求について、

請求内容の説明並びに裁決書案の提示及び説明

があり、いずれも原案どおり裁決した。

(10) 行政訴訟事件の発生及び応訴（２件）



訟務官から、

○ 運転免許更新処分取消請求控訴事件の勝訴と上告等

○ 懲戒処分取消請求事件の発生及び応訴方針

について説明があった。

(11) 対象重要施設における小型無人機等の飛行に関する公安委員会への通報（２件）

警備総務課長から、

対象重要施設における小型無人機等の飛行

について通報があった。

(12) 「第24回日韓中三カ国環境大臣会合」の開催に伴う小型無人機等の飛行禁

止区域の指定

警備第一課長から、

「第24回日韓中三カ国環境大臣会合（ＴＥＭＭ24）の開催に伴い『重

要施設の周辺地域の上空における小型無人機等の飛行の禁止に関する法

律』に基づき、会合開催場所等が、小型無人機等の飛行禁止の対象施設

に指定された。」

旨の報告があった。

(13) 聴聞等の実施結果・決定

首席聴聞官及び聴聞官から、

運転免許取消処分等に関する意見の聴取等結果 64件

について説明があり、行政処分を決定した。



案件 担当部 出 席 者

1 地　域　部

2

3

4

5

案件 担当部 出 席 者

1 決裁 総 務 部
公 安 委 員 会
執 務 官

2 決裁 警 務 部 長

3 決裁 住民サービス課長

4 報告 首 席 監 察 官

5 裁決

6 裁決

7 通報 警 備 部 警 備 総 務 課 長

8 決定 総 務 部
首 席 聴 聞 官
聴 聞 官

２　個別審議（公安委員執務室）

件　　　　　名　　　

訟 務 官

聴聞等の実施結果・決定 　　36件

公安委員会宛文書等の受理（33件）

警 務 部監察案件

対象重要施設における小型無人機等の飛行に関す
る公安委員会への通報（２件）

行政文書不開示決定に対する審査請求（３件）

岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調
査状況等

運転者区分決定に対する審査請求（２件）

苦情の調査結果

定　例　公　安　委　員　会

日　時：令和５年11月９日　　９時00分～11時20分

出席委員：藤森委員・那須委員・中尾委員

１　全体審議（公安委員会会議室）

 件　　　　　名

令和５年度全国通信指令・無線通話技能競技会の
出場結果

行進又は集団示威運動に関する条例の許可申請及
び許可（令和５年10月中）

本 部 長

総 務 部 長

警 務 部 長

生 活 安 全 部 長

地 域 部 長

刑 事 部 長

交 通 部 長

警 備 部 長

名古屋市警察部長

情 報 通 信 部 長

警 察 学 校 長

報告

第24回日韓中三カ国環境大臣会合に伴う警備実施
結果

警 備 部

ＦＩＡ世界ラリー選手権（ＷＲＣ）ラリージャパ
ン2023の開催

交通事故抑止に向けた各種対策の更なる強化

交 通 部



議事の概要

１ 全体審議

(1) 地域部

令和５年度全国通信指令・無線通話技能競技会の出場結果

地域部長から、

「11月８日（水）、警察庁で行われた令和５年度全国通信指令・無線

通話技能競技会に本県警察から１チーム４名が出場し、準優勝した。」

旨の報告があった。

(2) 交通部

ア ＦＩＡ世界ラリー選手権（ＷＲＣ）ラリージャパン2023の開催

交通部長から、

「国際自動車連盟（ＦＩＡ）が創設したラリー競技の最高峰である

世界選手権が11月16日（木）から同月19日（日）の４日間、愛知県及

び岐阜県で開催されるため、所要の安全対策を実施する。」

旨の報告があった。

委員から、

「見物客が多く集まると思うので、事故防止に細心の注意を払って

いただきたい。」

旨の発言があった。

イ 交通事故抑止に向けた各種対策の更なる強化

交通部長から、

「本年の交通事故死者数は、10月11日から全国ワーストとなり、11

月に入っても多発傾向にある。よって、年末に向け、県警一丸となっ



た各種対策により、交通死亡事故の抑止を図る。」

旨の報告があった。

委員から、

「引き続き、歩行者、高齢者の交差点における乱横断などに対する

指導を徹底していただきたい。」

旨の発言があった。

(3) 警備部

ア 第24回日韓中三カ国環境大臣会合に伴う警備実施結果

警備部長から、

第24回日韓中三カ国環境大臣会合に伴う警備実施結果

について報告があった。

イ 行進又は集団示威運動に関する条例の許可申請及び許可（令和５年10月中）

警備部長から、令和５年10月中の行進又は集団示威運動に関する条例

の許可申請及び許可について、

「令和５年10月中、11件の許可申請を受理して、全て許可した。」

旨の報告があった。

２ 個別審議

(1) 公安委員会宛文書等の受理（33件）

公安委員会執務官から、

11月２日までに届いた公安委員会宛の文書等33件

について説明があり、決裁した。

(2) 岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状況等



警務部長から、

岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状況等

について説明があり、決裁した。

(3) 苦情の調査結果

住民サービス課長から、公安委員会宛ての「警察官の言動に関する苦

情」について、

調査結果の報告並びに申出者に対する通知文案の提示及び説明

があり、原案どおり決裁した。

(4) 監察案件

首席監察官から、

監察案件

について報告があった。

(5) 運転者区分決定に対する審査請求（２件）

訟務官から、運転者区分決定に対する審査請求について、

請求内容の説明並びに裁決書案の提示及び説明

があり、いずれも原案どおり裁決した。

(6) 行政文書不開示決定に対する審査請求（３件）

訟務官から、行政文書不開示決定に対する審査請求について、

請求内容の説明並びに裁決書案の提示及び説明

があり、いずれも原案どおり裁決した。

(7) 対象重要施設における小型無人機等の飛行に関する公安委員会への通報（２件）



警備総務課長から、

対象重要施設における小型無人機等の飛行

について通報があった。

(8) 聴聞等の実施結果・決定

首席聴聞官及び聴聞官から、

〇 運転免許取消処分等に関する意見の聴取等結果 35件

〇 飲食店営業の営業停止処分に関する聴聞結果 １件

について説明があり、行政処分を決定した。



案件 担当部 出 席 者

1 地　域　部

2 刑 事 部

3

4

5 警 務 部

案件 担当部 出 席 者

1 決裁

2 決裁

3 報告 首 席 監 察 官

4 報告 警 務 課 長

5 報告 首 席 監 察 官

6 決裁 訟 務 官

7 報告 生活安全部 人身安全対策課長

8 決裁

9 決裁

10 決裁 交 通 部 運 転 免 許 課 長

11 決裁 警 備 部 警 備 第 一 課 長

12 決定 総 務 部
首 席 聴 聞 官
聴 聞 官

刑 事 部

定　例　公　安　委　員　会

日　時：令和５年11月16日　　９時00分～12時15分

出席委員：河合委員長・柘植委員・那須委員・中尾委員

１　全体審議（公安委員会会議室）

 件　　　　　名

捜 査 第 四 課 長

ポスター制作による官民一体となった痴漢・盗撮防
止対策の推進

12月の行事予定［書面報告］

本 部 長
総 務 部 長
警 務 部 長
生 活 安 全 部 長
地 域 部 長
刑 事 部 長
交 通 総 務 課 長
警 備 部 長
名古屋市警察部長
情 報 通 信 部 長
警 察 学 校 長

公 安 委 員 会
執 務 官

２　個別審議（公安委員執務室）

件　　　　　名　　　

主要事件の検挙

愛知県サイバーテロ対策協議会第15回総会の開催

総 務 部

警 務 部

報告

令和５年度中部管区広域緊急援助隊合同訓練への参
加

警 備 部

監察案件

指定暴力団六代目山口組等に対する特定抗争指定暴
力団等に係る指定期限の延長及び官報による告示

聴聞等の実施結果・決定 　　41件

公安委員会宛文書等の受理（10件）

ストーカー行為等の規制等に関する法律に基づく命
令等の実施結果

警察職員等の援助派遣

意見の聴取通知書等の誤記載への対応

行政訴訟事件の発生及び応訴（２件）

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に
基づく再発防止命令の発出に係る意見聴取の実施

激励の上申

令和６年警察運営の基本目標等（案）

岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査
状況等



議事の概要

１ 全体審議

(1) 地域部

ポスター制作による官民一体となった痴漢・盗撮防止対策の推進

地域部長から、

「鉄道における痴漢・盗撮被害を防止するため、デザイン専門学校

（ＨＡＬ名古屋）の協力により、若者の視点や感性を生かした痴漢・盗

撮撲滅ポスターを制作し、県内の鉄道事業者とも連携して、鉄道施設、

百貨店等に幅広く掲示することにより、痴漢・盗撮防止に関する社会的

気運の醸成を図る。」

旨の報告があった。

(2) 刑事部

主要事件の検挙

刑事部長から、

愛知県競馬組合総務広報課長らによる受託収賄事件の検挙概要

について報告があった。

(3) 警備部

ア 愛知県サイバーテロ対策協議会第15回総会の開催

警備部長から、

「令和５年上半期におけるサイバー空間をめぐる脅威については、

ランサムウェア被害が依然として高水準で推移するとともに、大手シ

ステム事業者、電子部品関連企業等に対する不正アクセスが確認され

ているほか、特定の事業者等に対する標的型メール攻撃が確認される



など、極めて深刻な情勢が続いている。

このような情勢を踏まえ、11月28日（火）、警察本部において、当

県警察と県内の重要インフラ事業者等との間で構成する愛知県サイバ

ーテロ対策協議会の総会を開催して、情報を共有し、官民連携を強化

することで、サイバー攻撃による被害の未然防止、事案発生時の対処

能力向上を図る。」

旨の報告があった。

委員から、

「会員の関心度について、県警に訓練を依頼してきたり、企業訪問

の際の相談事が増えるなどして、年々高まっていることは、良いこと

だと思う。」

旨の発言があった。

イ 令和５年度中部管区広域緊急援助隊合同訓練への参加

警備部長から、

「大規模災害発生時の迅速かつ的確な災害警備活動を行うため、部

隊の災害対処能力の向上及び部隊相互の連携強化を図ることを目的と

して、11月21日（火）、福井県において実施される令和５年度中部管

区広域緊急援助隊合同訓練へ参加する。」

旨の報告があった。

(4) 12月の行事予定（書面報告）

警務部から、

12月の行事予定

について、書面報告があった。

２ 個別審議

(1) 公安委員会宛文書等の受理（10件）



公安委員会執務官から、

11月10日までに届いた公安委員会宛の文書等10件

について説明があり、決裁した。

(2) 激励の上申

公安委員会室執務官から、

愛知県競馬組合総務広報課長らによるイベント業務委託をめぐる贈収

賄事件合同捜査本部に対する激励

について説明があり、決裁した。

(3) 岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状況等

首席監察官から、

岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状況等

について報告があった。

委員から、

「県民に対し、再発防止策も含めて丁寧に説明してほしい。」

旨の発言があった。

(4) 令和６年警察運営の基本目標等（案）

警務課長から、

令和６年警察運営の基本目標等（案）

について報告があった。

(5) 監察案件

首席監察官から、

監察案件

について報告があった。



(6) 行政訴訟事件の発生及び応訴（２件）

訟務官から、

○ 放置違反金納付命令取消等請求事件の発生

○ 運転免許取消等処分無効確認請求控訴事件の勝訴と上告

について説明があり、いずれも決裁した。

(7) ストーカー行為等の規制等に関する法律に基づく命令等の実施結果

人身安全対策課長から、ストーカー行為等の規制等に関する法律に基づ

く命令等の実施について、

「令和５年10月中は、つきまとい、粗野乱暴等を理由に８件の緊急禁

止命令等を実施した。また、面会要求、押し掛け等を理由に15件の警告

を実施した。」

旨の報告があった。

(8) 指定暴力団六代目山口組等に対する特定抗争指定暴力団等に係る指定期限

の延長及び官報による告示

捜査第四課長から、

「指定暴力団六代目山口組等については、抗争が終結したと認められ

ないなどの理由から、特定抗争指定暴力団等として指定する期限を延長

し、その旨を官報公示する。」

旨の説明があり、決裁した。

(9) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に基づく再発防止命令の

発出に係る意見聴取の実施

捜査第四課長から、

「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第11条第２項の規

定による再発防止命令の発出に係る意見聴取を実施する。」



旨の説明があり、決裁した。

(10) 意見の聴取通知書等の誤記載への対応

運転免許課長から、

意見の聴取通知書等の誤記載への対応

について説明があり、決裁した。

(11) 警察職員等の援助派遣

警備第一課長から、

「茨城県公安委員会から本県公安委員会に対して、警察法第60条第１

項の規定に基づく警察職員等の援助要求があり、所要の警察職員等を派

遣したい。」

旨の説明があり、決裁した。

(12) 聴聞等の実施結果・決定

首席聴聞官及び聴聞官から、

〇 運転免許取消処分等に関する意見の聴取等結果 40件

〇 風俗営業等の営業停止処分に関する聴聞結果 １件

について説明があり、行政処分を決定した。



案件 担当部 出 席 者

1 警　務　部

2 生活安全部

3 地　域　部

4 刑 事 部

5 交　通　部

6 警　備　部

案件 担当部 出 席 者

1 決裁

2 決裁

3 決裁

4 決裁 警 務 部 長

5 報告

6 報告

7 決裁

8 決裁

9 報告

10 報告

11 裁決 訟 務 官

12 決裁 刑 事 部 捜 査 第 三 課 長

13 通報 警 備 総 務 課 長

14 決裁 警 備 第 一 課 長

15 決定 総 務 部
首 席 聴 聞 官
聴 聞 官

聴聞等の実施結果・決定 　　53件

愛知県公安委員会事務専決規程の改正

監察案件

苦情の調査結果（２件）

首 席 監 察 官

警 備 部

岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査
状況等

住民サービス課長

犯罪被害者等給付金（重傷病・障害）申請者の死亡
事案

警 務 課 長

警　務　部

運転者区分決定に対する審査請求（３件）

第49回愛知県警察逮捕術大会の開催

地域警察ＡＣＥ制度の発足

公安委員会宛文書等の受理（５件）

警察職員の援助要求

警察職員の援助派遣

対象重要施設における小型無人機等の飛行に関する
公安委員会への通報

令和６年警察運営の基本目標等（案）

激励の上申

人事案件

総 務 部

本 部 長

総 務 部 長

警 務 部 長

生 活 安 全 部 長

地 域 部 長

刑 事 部 長

交 通 総 務 課 長

警 備 部 長

名古屋市警察部長

情 報 通 信 部 長

警 察 学 校 長

公 安 委 員 会
執 務 官

警察署協議会委員の辞職及び委嘱

定　例　公　安　委　員　会

日　時：令和５年11月30日　　９時00分～12時20分

出席委員：河合委員長・藤森委員・柘植委員・那須委員・中尾委員

１　全体審議（公安委員会会議室）

 件　　　　　名

２　個別審議（公安委員執務室）

件　　　　　名　　　

主要事件の発生・検挙

年末の安全なまちづくり県民運動の実施

年末の交通安全県民運動の実施

報告

最近の警備情勢



議事の概要

１ 全体審議

(1) 警務部

第49回愛知県警察逮捕術大会の開催

警務部長から、

「12月１日（金）、愛知県武道館において第49回愛知県警察逮捕術大

会を実施する。」

旨の報告があった。

(2) 生活安全部

年末の安全なまちづくり県民運動の実施

生活安全部長から、

「『あいち地域安全戦略2023』に基づき、県民総ぐるみ運動の一環と

して、12月11日（月）から同月20日（水）までの10日間、年末の安全な

まちづくり県民運動を実施する。

この県民運動では、

〇 特殊詐欺の被害防止

〇 侵入盗の防止

〇 自動車盗の防止

を運動重点として各種取組を展開し、安全で安心して暮らせる地域社会

の実現を図る。」

旨の報告があった。

(3) 地域部

地域警察ＡＣＥ制度の発足



地域部長から、

「交番及びパトカーで勤務する警察官のうち、特に優秀な者をＡＣＥ

に指定し、その優れた職務執行能力を組織的に活用することにより、地

域警察官のモチベーションを向上させ、活性化を図るとともに、地域警

察全体の職務執行能力を強化する。」

旨の報告があった。

委員から、

「地域警察官の中から特に優秀な者が選ばれることから、そのモチベー

ションや職務執行能力の向上につながる運用をしていただきたい。」

旨の発言があった。

(4) 刑事部

主要事件の発生・検挙

刑事部長から、

中区新栄二丁目地内における男性被害死体遺棄事件の発生・検挙概要

について、報告があった。

委員から、

「しっかりと捜査を進め、事件の全容解明をしていただきたい。」

旨の発言があった。

(5) 交通部

年末の交通安全県民運動の実施

交通総務課長から、

「県警の最重要課題の一つに『交通死亡事故の抑止』を掲げ、年初か

ら各種取組を強力に推進するとともに、年末に向けた交通事故抑止対策

「奪うな命～セーフティ愛知2023～」を強化しているところである。

こうした中、愛知県交通安全推進協議会が主体となって、12月１日（金）

から10日（日）までの10日間、年末の交通安全県民運動が実施されるこ



とから、自治体、関係機関・団体等との連携を図り運動重点に沿った取

組を実施する。

運動重点は、

○ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び歩行者の安全の確保

○ 運転者の安全運転意識の向上及び飲酒運転等の根絶

○ 自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

である。」

旨の報告があった。

(6) 警備部

最近の警備情勢

警備部長から、

最近の警備情勢

について報告があった。

２ 個別審議

(1) 公安委員会宛文書等の受理（５件）

公安委員会執務官から、

11月17日までに届いた公安委員会宛の文書等５件

について説明があり、決裁した。

(2) 警察署協議会委員の辞職及び委嘱

公安委員会執務官から、

警察署協議会委員の辞職及び委嘱

について説明があり、決裁した。

(3) 激励の上申



公安委員会室執務官から、

中区新栄二丁目地内における男性被害死体遺棄事件捜査本部に対する

激励

について説明があり、決裁した。

(4) 人事案件

警務部長から、

人事案件

について説明があり、決裁した。

(5) 令和６年警察運営の基本目標等（案）

警務課長から、

令和６年警察運営の基本目標等（案）

について報告があった。

(6) 愛知県公安委員会事務専決規程の改正

警務課長から、

愛知県公安委員会事務専決規程の改正

について報告があった。

(7) 犯罪被害者等給付金（重傷病・障害）申請者の死亡事案

住民サービス課長から、

犯罪被害者等給付金（重傷病・障害）申請者の死亡事案

について説明があり、決裁した。

(8) 苦情の調査結果（２件）



住民サービス課長から、公安委員会宛ての「告訴受理等に関する苦情」

等２件について、

調査結果の報告並びに申出者に対する通知文案の提示及び説明

があり、いずれも原案どおり決裁した。

(9) 岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状況等

首席監察官から、

岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状況等

について報告があった。

委員から、

「調査した結果を真摯に受け止め、再発防止に努めていただきたい。」

旨の発言があった。

(10) 監察案件

首席監察官から、

監察案件

について報告があった。

(11) 運転者区分決定に対する審査請求（３件）

訟務官から、運転者区分決定に対する審査請求について、

請求内容の説明並びに裁決書案の提示及び説明

があり、いずれも原案どおり裁決した。

(12) 警察職員等の援助要求

捜査第三課長から、

「本県公安委員会から岐阜県公安委員会に対して、『愛知県警察・岐



阜県警察合同捜査第75号事件』捜査のため、警察法第60条第１項の規定

に基づき、所要の警察官等の派遣を要求したい。」

旨の説明があり、決裁した。

(13) 対象重要施設における小型無人機等の飛行に関する公安委員会への通報

警備総務課長から、

対象重要施設における小型無人機等の飛行

について通報があった。

(14) 警察職員の援助派遣

警備第一課長から、

「三重県公安委員会から本県公安委員会に対して、警察法第60条第１

項の規定に基づく警察職員の援助要求があり、所要の警察職員を派遣し

たい。」

旨の説明があり、決裁した。

(15) 聴聞等の実施結果・決定

首席聴聞官及び聴聞官から、

〇 運転免許取消処分等に関する意見の聴取等結果 50件

〇 迷惑行為防止条例に基づく再発防止命令に関する聴取結果 ２件

〇 暴対法に基づく再発防止命令に関する意見聴取結果 １件

について説明があり、行政処分を決定した。
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